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解 答
Ｎ Ｓ ウ ア ウ１ 問１ 問２ 問３ Ａ Ｂ Ｃ

ア ウ ア問４ Ａ Ｂ Ｃ

エ ア問５ 問６

バネに電流が流れると，バネが縮んで水銀からはなれ，電流が流れなくなったバネは伸びる。バネが伸びた問７

ことで端が水銀につき電流が流れ，バネが縮んで再び電流は流れなくなる。これを繰り返す。

緑 水素 ア，エ，カ，ク２ 問１ 問２ 問３

アルミニウムの粉を入れたときの方が，箔よりも気体が激しく発生し，はやくとける。問４

２２.２３問５

青 ２２.６６ １.０８問６ 唄 欝 蔚

反比例 ア ０.６０３ 問１ 問２ 問３

１.８０ ウ イ問４ 問５ 問６

ウ イ４ 問１ 空気 水

潜水艇内の気圧を周囲の海水の水圧よりも大きくする。問２

エ ウ ア オ問３ 問４ Ａ Ｂ Ｃ

解 説

１ 問５ 図５で，つり下げた円形コイルに電流を流したときのＮ極・Ｓ極のでき方

は，右図のようになります。このとき，右側のコイルと左側のコイルが引きつ

け合うので，右側のコイルには左向きの力がはたらきます。

問６・７ 図６で，金属製のバネに電流を流すと，バネが巻いている部分同士が

引きつけ合うので縮みます。図７の回路で，スイッチを入れる前は，バネの端

が水銀についています。スイッチを入れると水銀を通してバネに電流が流れ，

バネは縮みます。バネが縮むと端が水銀からはなれ，回路に電流が流れなくな

り，バネはみずからの重さでのび，これらの動作を繰り返します。

２ 問５ ＜実験１・２＞で，混ぜた液体はそれぞれ完全中和しています。このとき，塩酸と水酸化ナトリウム水溶液

を混ぜたときにできる白い粉（塩化ナトリウム）の重さは，加えた塩酸の量に比例するので，＜実験２＞で加熱

したときに出てくる白い粉は２２.２３ｇ（５.８５× ）です。
５０

１９０

欝 安 安問６ ＜実験１・２＞で，混ぜた液体はそれぞれ完全中和していることから，Ｂ液６０ はＡ液２４０

（１ にあたり，Ｂ液のこさはＡ液のこさの４倍の１６％（４×４）とわかります。この００× －１４０）
５

１９

ことから，Ｂ液１００ はＡ液４００ にあたります。このとき，Ｃ液１８０ と完全中和するＡ液の量は安 安 安

３６０ （１００× ）なので，白い粉は２１.０６ｇ（５.８５× ）の塩化ナトリウムと１.６ｇ安 ５０
１８０

５０
１８０

（ ４００－３６０)× ）の水酸化ナトリウムの計２２.６６ｇできます。（ １００
４

反応で余ったＢ液はＡ液４０ にあたることから，この水溶液にアルミニウムは１.０８蔚 安（４００－３６０）

ｇ（４.０５× ）とけます。
１５０
４０

３ 問３ Ｂで 「利益」＝「コスト」となる《なわばりを防衛する時間》の境が１.２キロカロリーと求まっています。，

「コスト」は《なわばりを防衛する時間》×【２.０】（キロカロリー）で求められるので，《なわばりを防衛する

時間》は０.６０時間（１.２÷２.０）です。

問４ 図１から，なわばり内の花の平均蜜量が４ミリリットルのとき，なわばり内の花だけから蜜をとった場合の，

１日の生活に必要な量の蜜をとるための時間は２時間，なわばり外の花の平均蜜量が１ミリリットルのとき，な

わばり内の花だけから蜜をとった場合の，１日の生活に必要な量の蜜をとるための時間は８時間と読み取ること

ができます。このことから，なわばりをもつことの「利益」は３.６キロカロリー（ ８－２)×０.６）なので，（

Ｘにあてはまる値は１.８０（３.６÷２.０）です。
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